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745，927．105 382，204．755 363，722．350 237，720．787 73，195．405 164，525．382 31・87 19・15 45・23
7，696．852  3，877．386  3，819．466  1，151．905  300．331
6，328．390  3，202．858  3，125．532  1，088．678  268．344























5，281．724     1，752．073
1，703．126  373，435
851．574 14，97 7．75 22．30
820．334 17，20 8．38 26，25
8，320．362 29．55 17．54 42，08
3，O08．063 24．35 15．97 33，46
2，746．703 31．08 21．68 41，48
3，205．559 16．58 10．02 23，38
2，386．501 21．78 14．97 28，93
3，529．651 22．17 14．35 30，39
1，329．691 16，70 7．39 25．86
47，781．485 24，187．937 23，593．548 16，546．787 4，656．953 11，889．834 34．63 19．25 50．39
30，309．623 15，718．218 14，591．405  9，458．013 3，O05．178  6，452．835 31．20 19・12 44．22
36，208．251 18，748．717 17，459．534 16，738．351 5，543．451 11，194．900 46．23 29．57 64．12
18，443．822  9，482．560  8，961．262  6，851．157 1，737．608  5，113．549 37．15 18．32 57．06
22，974．680    11，836．284    11，138．396     7，379．990    1，994．591     5，385．399    32．12    16．85    48．35
56，896．903 28，685．774 28，211．129 20，917．249 6，219．876 14，697．373 36．76 21．68 52．10
54，520．335 27，654．455 26，865．880 20，149．685 6，459．470 13，690．215 36．96 23．36 50．96
36，125．386 18，532．012 17，593．374 11，240．624 3，287．717  7，952．907 31．12 17．74 45．20
40，265．918 20，959．586 19，306．332  9，612．148 2，763．147  6，849．001 23．87 13．18 35．48
43，603．830 22，150．585 21，453．245  9，987．138 2，027．814  7，959．324 22，90 9．15 37．10
25，608．705 13，235．224 12，373．481  6，392．634 1，621．351  4，771．283 24．96 12．25 38．56
74，017．341 38，238．247 35，779．094 23，654．810 7，561．581 16，093．229 31．96 19．77 44．98
19，281．640  9，877．783  9，403．857  9，232．736 2，897．416
22，426．004 11，330，587 n，095．417 11，047．853 3，906．095
1，319．721  646．798  672．923  965．496  397．987
21，613．560 11，191．196 10，422．364  7，177．350 2，496．435
14，260．127  7，400．695  6，859．432  6，851．715 2，416．854
2，662．032  1，374．553  1，287．479  1，246．113  438．013
2，621．861  1，356．769  1，265．092  1，128．541  399．969
8，992．656  4，648．322  4，344．334  2，762．352 1，182，292
6， 35．320 47．88 29．33 67，37
7，141．758   49．26   34．47   64．37
567．50  73．16 61．53 84，33
4，680．915   33．21   22．31   44，91
4，434．861    48．05    32．66    64．65
808．100 46．81 31．87 62．77
728．572    43．04    29．48    57，59
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表2．地区別の文盲・半文盲率の格差．
地区 文盲・半文盲率て平均％）
沿海地区        25．69
内  地        31．83
辺遠地区        45．48
注：（1）沿海地区，内地，辺遠地区は注2，注
   4，注5を参照．
 （2）文盲・半文盲率は，1982年の人ロゼ
   ソサスの結果から求めた．
 （a）文盲・半文盲率の低い地区は，全て東部の沿海地区である．自然条件に恵まれ，人口
   密度は全国平均値より極めて高い．中でも上海市は特に高く，1，913（人／km2）とたって
   いる．
 （b）比較的低い地区は，広東省と広西チワン族自治区を除くと，全て「内地」である（注4〕．し
   かし，これらの地区は総体的に言えば，自然条件が比較的良く，特に天然資源が豊かで
   ある．黒竜江省の北部は寒いので人口は少ないが，その他は全て人口密度は全国平均水
   準を上回っている．
 （c）比較的高い地区は，分布の範囲が非常に広く，自然条件の差異が著しい．図1を見る
   と，5省が東部沿海地区で，5省が内地，2自治区がr辺遠地区」である（注5〕．2自治区を
   除き，全ての地区の人口密度は全国平均値より高い．
 （d）．高い地区は3省が内地で，2省と1自治区が辺遠地区である．これらの地区は，全て自
   然条件の良くない地区である．安徽省の人口密度は低くたいし，位置も東部にあるが，こ
   の地区は，歴史上では災害が頻発している地区である．統計によると，400年間に，水害
   が190回，早春が113回ある（秦（1987））．安徽省以外のところは，人口密度が概ね全国
   平均値より低い．
 （e）特に高い地区であるチベット自治区は“世界の屋根”と呼ばれる．この地区の人々は長
   年にわたり海抜4，000m以上のところに住んでいて，自然条件は極めて悪い．人口密度は
   わずかに1．6（人／km2）で，全国の最低位とたっている．この数字は上海市の1，913（人／




















   就労人口が全就労人口の40％に達する．中でも上海市は全国第1で43．6％である．ま
   た，これらの地域は，1人当りの農工業生産額も高い．上海市は全国平均の7．3倍である．
   しかも，水陸交通，空路も比較的発達しており，国内交通の要所であるばかりでたく，海
   外交通の要所でもある．
 （b）比較的低い地区である吉林省と黒竜江省は，工業水準の比較的高い地域である．第2次
   産業就労人口が，全就労人口の33％以上を占める．1人当りの農工業生産額も，全国平
   均値より高い．この2つの省は遼寧省とあわせて“東北3省’’と言われる．東北3省は経
   済力を最も有する地域の1つであり，工業も発展しており，鉄道網は全国一整備されて
   いる．山西省の第2次産業就労人口及びユ入当りの農工業生産額は，上述の地域よりも
   やや劣る．しかし，山西省は石炭の産地である．統計によると，1983年の生産量は1．6億
   tで全国生産量の1／4を占め，エネルギー供給の重要た基地のユつである（中国社会科
   学院人口研究所（1985））．広東省，湖南省，広西チワン族自治区の第2次産業就労人1コ及
   び1人当りの農工業生産額は全国平均値よりかなり低い．しかし，この“両広一湖”に共
   通する特徴は自然条件が良く，水陸交通が便利で，農業が発達し，食糧の生産量は全て
   全国平均より高いことである．更に，農産物，家畜飼育，水産物にも恵まれている．ま
   た，これらの地域は軽工業が比較的発達しており，特に広東省では1982年の軽工業の生
   産量は主業生産量の64．6％を占め，全国第1位であった．広東省は“華僑の故郷”でもあ
   り，華僑の70％は当地出身で，商業が比較的発達しており，最近の経済発展はめざまし
   い（上海師範大学他（1980））．
 （c）比較的高い地区の10省は，第2次産業就労人口は低い．残りの2つの自治区は，やや
   全国平均より高いけれども，経済の効率が低い．第2次産業就労人口は総経済活動人口
   の3．2％，生産量は総生産量の2．36％にすぎたい．これらの地域は，江蘇省，漸江省，湖
   北省で，1人当りの農工業生産額は全国平均をこえるが，山東省が全国平均に接近する以
   外全て全国平均より低い．江蘇省，漸江省，湖北省，山東省の1人当りの農工業生産額
   がそれほど低くたいのは，農業及び軽工業の発達と密接た関係にある．これらの地域は
   全て，農産物の主要た生産基地で，農工業の総生産額における農業生産額の占める割合
   はかたり高い．
 （d）高い地区は，工業水準が低く，労働生産性も低い．有史以来の経済後発地区である．こ
   れらの地区は，1人当りの農工業生産額も最も低い地区である．工業ばかりでたく，農業
   も後発の地区である．ある地区では，食糧を自給自足することができない．交通も不便
   で，経済の発展は極めて遅れている．
 （e）特に高い地区であるチベット自治区は，各種の経済指標は全国の最下位である．“世界
   の屋根”と呼ばれる高原にあって，交通は極めて不便で，未だに鉄道のない唯一の地区で
   ある．大雪で道路も1年のうち半年ぐらい通行できたい．自然条件が非常にきびしく，中
   国において最も後発の地区である．
 文盲・半文盲率を従属変数（γ），1人当りの農工業生産額を独立変数（X）として相関関係
を見ると，次の回帰直線が求められる．
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 図4．文盲・半文盲率と1人当りの農工業生産額め関係．




                    旧・プ                  広＝                    同
が，H。の下で自由度m－2のC分布に従うことを利用して行なう（mはデータ数）．
 文盲・半文盲率と1人当りの農工業生産額のデータから



























































   うち，北京市だけでも大学51校で，全国の第一位を占めている．3つの直轄市は，1，O00
   人当りの大学生数はいずれも全国の平均値より数倍も高い．北京市は全国平均の7，2倍
   で，中国の文化教育の中心とたっている．
  （b）比較的低い地区：吉林省と黒竜江省が，1，000人当りの大学生数が全国の平均値よりや
表3．1，O00人当りの小学校以上の学歴を持つ人数，文盲・半文盲人数，延べ教育年数｝（国家統計局（1986））．
       小学校以上地   区       合   計
     大学中退
大学卒業  あるいは
      在学
高等中学校 初等中学校
           小学校卒以上
    文盲・半文盲  の教育を受け小学校     （12才以上）  た人数×年数
            （全体）榊

































































































































































































































































































































   や高いことを除いて，その他の地区は，全て全国の平均より低い．これらの地区に共通
   する特徴としては，中学校教育と小学校教育のレベルが比較的高いことがあげられる．い
   ずれも，教育水準は全国平均より高い．基礎教育もよく行なわれており，これらの地区
   における文盲・半文盲率が相対的に低い直接の原因とたっている．このことは，あらた
   めて基礎教育の重要性を物語っている．
 （c）比較的高い地区：江蘇省，福建省，湖北省，陳西省，新彊ウイグル自治区が，1，OOO人
   当りの大学生数が全国の平均値よりやや高いことを除いて，その他の地区は，全て全国
   平均より低い．概観するに，これらの地区の総合教育水準は，それほど高いものではた
   い．河北省，湖北省，四川省，陳西省を除いて，1，000人当りの小学校以上の学歴を持つ
   人の数はいずれも全国の平均より低い．ただ，河北省だとの地区は，1，000人当りの小学
   校以上の学歴を持つ人の数が，全国の平均より高い．それにもかかわらず，これらの地
   区の文盲・半文盲率は全国の平均に接近するか，それよりも高い．これは不思議な現象
   である．もしこのデータが正しく，教育水準と文盲率との相関を前提とするならば，こ
   う解釈するよりほかはなかろう．つまり，地区内に例外を内包しているが，地区全体と
   して見れば小学校卒の学歴を持たない人の割合が大きいということである．
 （d）高い地区：教育の立ち遅れた地区であり，寧夏回族自治区で1，000人当りの大学生数
   が全国の平均に等しいことを除いて，その他の地区はいずれも全国の平均より低い．そ
   して，これらの地区の基礎教育，初等教育のレベルは，いずれも全国の平均よりかなり
   低い．少数民族地区の学齢児童の入学率は，60％程度がもっと低い．1，000人当りの小学
   校以上の学歴を持つ人の数も，一番少ない．
 （e）特に高い地区：チベット自治区は，最も教育の立ち遅れた地区であって，各項目の経
   済指標の中で最後尾であるし，各項目の教育指標の中でも同じである．この地区の1，000
   人当りの小学校以上の学歴を持つ人の数も，全国平均の1／3程度である．6才から11才
   の学校に行がたかった児童の人数が，その年齢の人口の80．06％を占めている（中国社




 （2．2）          γ＝81，263－O．015X          （図5）
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 図5．文盲・半文盲率と教育水準の関係．
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ここで，2変数の間の相関係数は7＝一〇．95で，検定すると
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56．7      113
21．7       83
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   上，中都市は20～50万人，小都市は20万人以下であ


















   のレベルは最も高い．遼寧省1省だけでも，特大都市として沈陽，大連，鞍山，撫順が
   あり，大都市として本渓，錦川，阜新を有していて，都市化レベルが最も高い省である．
  120，
  110． 回・     ＼＼  100．   ＼       ＼＼  90一     ＼人 80     ’へ数111 ＼
  40・      ＼、．．一．
  30’一   特大都市   大都市    中都市    小都市
      図6．1万人当りの大学生数．
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   図7．都市別文盲・半文盲率．
表6．都市化水準と文盲・半文盲率．
グループ  地区数  特大都市数  大都市数  非農業人口の比率  文盲’半文盲率







































   省の都市化のレベルは，はるかに全国の平均レベルを凌いでいる．山西省（21．01％）は
   全国の平均レベルよりやや高く，湖南省，広東省，広西チワン族自治区は都市化の全国
   平均レベルより低い．
  （c）比較的高い地区：2つの自治区を除いていずれも，都市化のレベルは全国平均より低
   し・．
 （d）高い地区：青海省，寧夏回族自治区を除いて全て都市化のレベルは全国平均より低い．
   安徽省の外に都市は19しがたい．その中でも大都市はわずか2つである．都市の数は明
   らかに少なくなっている．
  （e）特に高い地区：チベットは都市化のレベルがはるかに全国平均レベルより低く，都市
   の数は全国の最低位を占めている．地理的条件から，都市の発展は難しい．
 文盲・半文盲率を従属変数（γ），都市人口に占める非農業人口の比率を独立変数（X）とし
て相関関係を見ると，以下の回帰直線になる．
 （2．3）             γ＝58，356－O．440X             （図8）
ここで，2変数相関係数はプ＝一〇．60で，検定すると




















口   串
口      D
Dロ
 ロO   O
  20          40         60          80         100























   総人口年   （万人）
都市総人口 農村総人口

































202 統計数理 第39巻 第2号 1991
表8．1人当りの食糧生産量（1斤＝O．5kg）
  （胡・張（1984）による）．
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図9．ある生産量曲線（Q点は本来はさらに遠方にある）P，Qにおける接線の勾配を比べれば，1
   人の増加に対する生産量の増分を比較できる．
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表9．農村の文盲・半文盲率の状況‡．











11．28                22．99
14．35                25．26
18．38               35．49
21．08               51．08









 （2．4）            γ＝一5，304＋O．512X            （図10）
ここで，2変数の相関係数はプ＝O．64で，検定すると
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図11．1982年人口セソサス結果による省，市，自治区別，性別文盲・半文盲率のグラフ．
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合 計     男
文盲・半文盲人口




女   合計 男  女
合計745，927．105382，204．755363，722．350237，720．78773，195．405164，525．38231－8719．15．45．23
 12才  26，487．340 13，614．655 12，872．685
 13  28，239．541 14，522．190 13，717．351
 14      24，538．256   12，638．809   11，899．447
15－19   125，366．344   63，804．582   61，561．762
20～24    74，363．019   37，880．115   36，482．904
25～29    92，563．879   47，746．254   44，817．625
30～34    72，958．238   37，930．240   35，027．998
35～39    54，221．634   28，565．684   25，655．950
40～44    48，437．939   25，827．567   22，610．372
45－49    47，403．329   25，073．116   22，330．213
50～54    40，815．502   21，528．988   19，286．514
55～59    33，894．328   17，493．924   16，400．404
60以上  76，637．756 35，578．631 41，059，125
2，536．478    718．902    1，817．576   9，58   5．28  14，12
2，777．254     763．599    2，013．655   9，83   5．26  14，68
2，442．581     667．589    1，774．992   9，95   5．28  14．92
11，772．785   2，707．431    9，065．354   9，39   4．24  14．73
10， 50．15    2，164．753    8，485．406  14，32   5．71  23．26
20，741．27    4，562．042   16，179．234  22，41   9．55  36．10
19，12 ．988   5，001．984   14，119．004  26．21  13．19  40．31
15，184 340 4，050．156 11，134．18428．0014．1843．40
18，754． 87   5，774．268   12，979．819  38．72  22．36  57．41
24，707．848   8，082．137   16，625．711  52．12  32．23  74．45
25，169．733   8，741．025   16，428．708  61．67  40．60  85．18
23，020．655   8，302．250   14，718．405  67．92  47．46  89．74



















































              ｝7＝66，412－0，018×
2変数の相関係数は7＝一0．91で，検定すると
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208 統計数理 第39巻第2号 1991
表12．都市化水準と行政管理機能の強さ．
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 （2．6）       、    γ＝55，319－8，306X             （図14）
ここで，2変数の相関係数は，7＝一0．70で，検定すると


































































































    p．65，中央教育科学研究所編，教育科学出版社，北京．
費 孝通（1986）．『論小城鎮及其他』，天津人民出版社，天津．
韓 営林（1989）．脳力労働写体力労働収入倒桂，有碍人口文化科学素質的提高，人口研究，第4期，p．27，































全国総数1，031，887，961   一
大陸29省，自治区，直轄市，現役軍人合計  1・008・180・738 51・5 48・5  105
北  京  市
天  津  市
河  北  省









































9，230．663  50，6  49．4
7，764．137  50，8  49，2
53，O05．507  51，2  48，8
25，291．450  52，0  48，0
19，274．281  52，2  47，8
35，721．69451，049，0




38，884．593  51，9  48，1
49，665．94751，948，1
25，872．917  51，4  48，6
33，185．47151，648，4
74，419．152  50，7  49，3
74，422．573  51，0  49，0
47，808．11851，348，7
54，010．15551，948，1

























































































































































     総人口に
     占める
総人口   （％）
（人）
男 女
              経済活動中    農工業生  1人当りの人口密度           第2次産業（人／・㎡）欝農工篇産額人協1率
都市農村別
人 口 比 少数民族 行政管理 都市の非農業
     の人1コ比 機能の強さ 人口の比率
      （％） （5点制）  （％）都市 農村
（％） （％）
広西チワン族自治区
四  川  省
貴  州  省
雲  南  省
チベット自治区
陳  西  省
甘  粛  省










1，892．224  49，4  50，6
28，904．36951，848，2
19，569．191  51，7  48．3
3，895．695  51，5  48，5
3，895．57651，548，5
13，081．538  51，5  48．5
4，238．210  97．4   2，6
18，270，749   一    一























































































































214 統計数理 第39巻 第2号 1991
付録2．都市人口（非農業人口，及び文盲を中心にした）一覧表
      総人口都市名      （万人）
     非農業人口非農業     、の割合人口（万人）      （％）









































































































































































































































































































































































































































































































































































































216 統計数理 第39巻 第2号 1991
    総人口都市名    （万人）
   非農業人口非農業    の割合人口（万人）    （％）














































































































































































































































































































































































































































































































































































































218 統計数理 第39巻 第2号 1991
        総人口都市名        （万人）
      非農業人口 非農業        の割合人口（万人）        （％）
























































































































































































































































































        総人口都市名        （万人）
 非農業
人口（万人）
非農業火口      一万人当り の割合       の大学生数 （％．）
12才以上の文盲・
 半文盲の割合

























































   年人口セソサス結果による．
 （2）その他の都市については『中国城市統計年鑑1985』（1985年，中国統計信息詰旬服務中心）
   データは1984年のもの．
 （3）大学生の数，及び文盲・半文盲率については『中国人口地図集』（1987年，中国統計出版社）
   1982年人口セソサス結果による．
付録3． 少数民族の人口，分布，文盲・半文盲率の状況
           人口民 族 名 称           （人） 分  布  地  域
12才以上の文盲・半文盲率
     （％）

















































31．37    15．73    46．99
40．71    29．45    52．29
42．18    38．87    45．69
61．65   45．74    77．75
58．11    39．54    77．69
17．02    11．88    23．13
74．31    60．88    86．78
28．46    21．05    36．41
33．38    19．91    48．81
55．53    33．43    77．69
10，50    4．69   16．07
220

































































































































































































           人口民 族 名 称           （人） 分  布  地  域
12才以上の文盲・半文盲率
     （％）




































































































































  総人口｛I〕           （人）
  自然変動（2〕
  出生率            （％o）
  死亡率            （％o）
  自然増加率           （％O）
3．世帯平均人数          （人）
4．性別比（女＝100）
5．民族
  漢族              （人）
  各少数民族           （人）
6．1万人当りの各教育水準の人数
  大学              （人）
  高等中学            （人）
  初等中学            （人）
  小学校             （人）
7．文盲・半文盲人口｛3〕      （人）
  総人口に占める比率       （％）
8．市，鎮人口〔4〕         （人）
  総人口年占める比率       （％）










    615




   22．81
206，588．582
   20．60
1990年の1982年に
 対する増加率











，042，482．187   10．80％
 91，200．314        35．52ヲ6
   1．422




   15．88
296，512．111








   中国人を含まだい．
 （2）自然変動：1990年人口セソサスはセンサス前の12月のデータである．1982年の人口セソサス
   は1981年のデータである．
 （3）文盲・半文盲人口とは15才以上で，字が読めたい，あるいは少しだけ読める人を指す．
 （4）市，鎮人口：1990年人口セソサスの市人口とは，区を設置する市に管轄される区人口，及び区
   を設置したい市に管轄される町の人1コを指す．鎮人口とは，区を設置しない市に管轄される居
   民委員会人口，及び県に管轄される鎮の居民委員会人口を指す．1982年人口セソサスの市人口
   とは，全ての市の人口を指す（市に管轄される県の人口を含まない）．鎮の人口とは，県に管轄
   される鎮の人口を指す．
付録5．
       中国における文盲・半文盲の規定要因の分析            223
1990年人口センサスによる教育水準と文盲・半文盲率
               （『人民日報』（海外版）1990年11月21日第4版より）
地     区
 総    計
北   京   市
天   津   市
河   北   省
山   西   省
内蒙古自治区
遼   寧   省
吉   林   省
黒 竜 江  省
上   海   市
江   蘇   省
断   江   省
安   徴   省
福   建   省
江   西   省
山   東   省
河   南   省
湖   北   省
湖   南   省
広   東   省
広西チワン族自治区
海   南   省
西   川   省
貴   州   省
雲   南   省
チベット自治区
陳   西   省
甘   粛   省
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   める比率を指す．
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Statistica1Ana1ysis of Causes of I11iteracy in China
                Yanping Lin
  （Division of International and Interdiscip1inary Studies，
        Graduate Schoo1，University of Tokyo）
   This paper is based on the third popu1ation census taken in China in1982． Using these
statistics，the i11iteracy rate was ana1yzed in re1ation to seven factors which wi11be
discussed individua11y：1．China’s geographica1features，2．economic deve1opment，3．
educationa1deve1opment，4．urbanization，5．agricu1tura1deve1opment，6．gender，and7．
govemment po1icies and how they are carried out．
   The paper is divided into three parts，the first of which concerns the present state of
miteracy in the provinces，cities，and autonomous regions．Using maps and histograms as
references，the29provinces，cities，and autonomous regions are divided into ive groups
according to their initeracy percenti1es，the five consisting of1ow－i11iteracy regions，
comparative1y1ow－i11iteracy，comparative1y high－i11iteracy，high－i1Iiteracy，and extreme1y
high－i11iteracy regions．
   The second part is a study of the causes of i1Iiteracy in the provinces，cities，and
autonomous regions．Considering China’s geographica1environment，a1ine can be drawn
north to south through the country from Yinchuan in Gansu to Guiyang in Guizhou．The
author proposes for this中e name“Yingui Line”．In further studies using corre1ation and
regression ana1ysis，ive variab平es（economic deve1opment，educationa1deve1opment，
urbanization，agricu1tura1deve1opmentatthecommon1eve1，gover㎜entpo1iciesandhow
they are regu1ated）and one assisting variab1e（9ender）are ana1yzed in re1ation to the1eve1
of i11iteracy．From the resu1ts，the corre1ation coe冊。ient is seen to be very high；corre1a－
tiOn ana1ySiS teStS are a11SigniiCant．
   In the third section，the statistica1data on i11iteracy are ana1yzed． During the ana1y－
sis，the de丘nition of i11iteracy，Predictions about iuiteracy，and the statistica1re1ation of the
How of popu1ation to i11iteracy are discussed．
Key words：Causes of i11iteracy in China，regression ana1ysis，去一test．
